
 

 

京都大学放射線生物研究センター 〒606-8501 京都市左京区吉田近衛町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 次 

ミニレビュー（細胞周期進行制御） ·····························  2 

人材育成事業第 4 回集中講義報告 ·································· 5 

各種委員会委員の改選 ················································· 7 

平成 25 年度第 2 回協議員会・運営委員会議事録 ·············· 8 

平成 26 年度下半期共同利用研究の募集 ························ 10 

平成 26 年度共同利用・重点領域研究追加採択 ··············· 10 

新人紹介 ································································· 11 

連絡会議からのお知らせ ············································ 11 

放生研日誌 ······························································ 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

No. 147 
July 3, 2014 

放生研横の花蘇芳(4 月)  

 

 

平成 26 年度下半期共同利用研究の募集（10 ページ） 

 



 2 

【ミニレビュー】 

ライブセルイメージングから見えてきた細胞周期進行制御の新展開 
 

最近の顕微鏡技術の発達はライブイメージング実

験に研究の中心的役割を担わせる事を可能にした。

一細胞の詳細観察から得られる情報は有用である。

ウエスタンブロット等のいわゆる“細胞ごちゃ混ぜ

実験”とは異なるレベルの情報が得られ、一細胞ごと

の個性を統合理解する事で新しい発見が産まれる。

今回のミニレビューでは、CDK と呼ばれるリン酸化

酵素の細胞内活性を蛍光で生きたままモニターでき

るツールを開発した論文を紹介したい（文献 1）。し

かも本論文ではツールを作製しただけではない。そ

の活性を細かく一細胞ごとに追うことで細胞周期の

開始制御が前の細胞周期の間になされている、とい

う興味深い知見が得られた。 

細胞は染色体複製と染色体分配とを交互に繰り返

しながら増殖する。複製と分配のそれぞれの開始は

CDKと呼ばれるリン酸化酵素の活性制御によって担

われている。CDK は CDK（Cyclin-dependent-Kinase）

とそのサブユニット Cyclin からなる二量体を主要構

成因子とする酵母からヒトまで保存されたリン酸化

酵素である。ヒトではCdk1, 2, 4, 6とCyclin D, E, A, B

のタイプがあり、それぞれ異なる Cdk - Cyclin の組み

合わせが細胞周期の時期ごとに発現し、細胞周期の

各イベントを開始させる。例えば、教科書的には S

期の DNA 複製の開始イベントは主に Cyclin E が、M

期、即ち分裂期の開始は Cyclin B が、という様に役

割分担が担われている。一方酵母のような単細胞生

物では、段階的に Cdk 活性が分裂期に向けて上昇し

て行く。中程度に上昇したところで DNA 複製が開始

し、最高レベルに達したところで分裂期が開始する。

このCDK活性の上昇を担うのは主にCyclinのタンパ

ク質レベルである。例えば分裂酵母のように主要な

細胞内 Cdk 活性が一つのサイクリンに由来するシス

テムでは、細胞周期が進むにつれ Cyclin のタンパク

質量が増大することで Cdk 活性が上昇し、S 期、G2

期、M 期と進行する。M 期が終了する直前に Cyclin

が分解を受ける事で Cdk 活性が急降下し、染色体分

配が始まり、細胞質分裂が完了する。そうして G1

期には Cdk 活性が非常に低いところから細胞周期を

再開する。数種類の Cyclin を発現する高等真核生物

種においても基本的には同様の進み方をする。分裂

期進入時の Cdk 活性を担うのは Cyclin A と Cyclin B

であるが、その両方が染色体分配の際には分解され

ていなければならない。従って次の細胞周期を開始

する G1 期には Cdk 活性が非常に低い状態であるは

ずである。しかしながら、決して皆無であるという

訳ではなく、さらに言えば Cdk 活性がゼロになる細

胞とならない細胞の二種類が存在した、というのが

今回紹介させて頂く論文の骨子である。 

論文はツール作製の実験から始まる。著者らが今

回用いたのは HDHB と呼ばれる遺伝子産物の断片で

ある。このタンパク質は G1 期には核内に、S 期には

核と細胞質に半分ずつ存在し、G2 期には核外に排出

される。Ellen Fanning らによって解析されていたこ

の遺伝子産物のカルボキシル末端部は４箇所のセリ

ン残基が Cdk によりリン酸化を受ける。リン酸化が

進むと核外へと放出されていくという仕組みである 

(文献 2)。まず、著者らはこの断片をリン酸化する

Cdk を同定する事から始め、主に Cdk2 - Cyclin A2 に

より担われている事を示した。もちろん、ツール作

製の目的は Cdk 活性のライブイメージングである。

この遺伝子断片に GFP を付加させ、生きた細胞内で

挙動を追えるようにした。顕微鏡で細胞内の蛍光シ

グナルをキャプチャした後に、核内のシグナルと核

外のシグナルを上手く分離し、定量する事が可能と

なった。具体的には Cdk 活性＝核外のシグナル／核

内のシグナル、と規定すると、活性が１（即ち核外

と核内の蛍光シグナルが等量）となったところで

DNA 複製が開始した。以上をまとめると、GFP の蛍

光シグナルが主に核に見える時は細胞は G1 期に、核

内と核外とで等量の蛍光が観察される際には細胞は

S 期に、蛍光が主に核外に観察された際には細胞は

G2 期にある事が一目で分かるという非常に有用な

ツールが完成した、というものである。様々な研究

に応用可能であるが、著者らの興味は G1／G0 期の

制御であった。 

先ず、興味深かったのは、今回用いた細胞は
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MCF10と呼ばれる乳房由来の不死化細胞ラインであ

るが、8 割程の細胞は M 期が終了するとすぐに G1

期、S 期と進行する。即ち細胞周期を再開させる。

ただ、それ以外の細胞は S 期が開始するまでにある

ものは 10 時間程度、長い物では 20 時間以上かかる

事が分かった。著者らはもちろん CDK 活性をモニタ

ー出来る。G1 期から S 期にかけて Cdk 活性が上昇す

るのも観察可能であり、実際分裂期終了から Cdk 活

性が再び上昇を開始するまでに 2 割ほどの細胞で

Cdk 活性が一旦ゼロになる時期がみられ、長い物で

は 20 時間以上 Cdk 活性が低下した状態にあった。

個々の細胞の Cdk 活性をプロットしていて著者らが

気付いた事があった。それは連続的に細胞周期を回

している細胞では Cdk 活性が完全に低下する事がな

い、という点である。M 期終了時に Cdk 活性が一旦

なくなる、というのがこれまでの教科書的な知識で

あったが、実際には細胞内の Cdk 活性がほぼゼロに

なる細胞とならない細胞の二種類があったのである。

即ち Cdk 活性が完全に低下する細胞は G1 期に一旦

停止し、一休みしながら細胞周期を再開させていた

のだ。 

それでは Cdk 活性が低下する細胞と低下しきらな

い細胞の違いは何から産まれるのであろうか。様々

な遺伝子産物の転写量を比較したところおそらくは

p21 ではないか、というところに行き着いた。免疫染

色等の実験から分裂後期に Cdk 活性が下がりきった

細胞ではほとんどすべてにおいて p21 のタンパク質

レベルが高い事が分かった。p21 は Cdk の阻害因子

である。実際 p21 をノックアウトさせた MCF10 細胞

では Cdk 活性が下がりきる細胞が見られず、ほぼ全

ての細胞で連続的に細胞周期が進行する事が分かっ

た。これらの細胞運命の決定はどの時期に起こるの

であろう？血清を培地から抜く事で G0 期へと誘導

する事が出来る。血清を細胞周期上の様々なタイミ

ングで抜き、細胞周期を追う実験を行なった。する

と Cdk 活性が下がりきらない細胞においては G1 期

に血清を培地から取り除いても S 期を開始してしま

う事が分かった。分裂期の終わる 8 時間前に血清を

取り除かなければ次の細胞周期を再開してしまう。

分裂期開始時には次の細胞周期を止めるか否か、即

ち Cdk 活性を下がりきらせるか否かの決定がなされ

ていると考えられた。おそらくは転写等による p21

の量の制御に必要な時間と考えられる。 

これまでの結果は古典的に言われて来た G0／G1

の決定が S 期の直前になされる、という観察と一見

矛盾する (文献 3)。そこで著者らはその概念を打ち

出す元となった Swiss3T3細胞株を用いてCdk活性を

モニターした。興味深いのは Swiss3T3 の細胞では

80%ほどの細胞で一旦 Cdk 活性が低下した状態に落

ちる事である。実際これらの細胞は血清をこの時点

で培地から取り除くとG1期に停止したままS期へと

進行しない。最終結論として彼らが立てたモデルは

以下のようである。おそらく細胞には細胞周期上二

カ所の時期で細胞周期進行をするか否かの決定を行

なえるのであろう。分裂期前には既に次の細胞周期

を速やかに再開するかどうかは決まっている。速や

かに再開する場合は Cdk 活性を完全に下げない。下

げない制御は p21 を発現する事が重要であると著者

らは考えているが、ユビキチン化酵素のように

Cyclin を分解するシステムを弱める事も重要なので

はないかと著者らは予想している。細胞周期再開の

意思決定がなされた細胞は S 期を開始する為に Cdk

活性を速やかに上昇させる。一方、再開しないとの

決定がなされた細胞は p21 を発現させ、Cdk 活性を

極力低下させる事で一旦 G1 期に停止させる。著者ら

が“transient G0”と呼ぶその時期が第二の意思決定の

時期になる。Swiss3T3 の様に“transient G0”に止まり

がちな細胞はこの時期に増殖刺激を受ければ分裂を

速やかに再開するという事だ。 

細胞周期を回すか回さないかという決定は組織や

個体の形、大きさを保つ上で非常に重要な要素であ

る。その制御機構は既存の分子生物学でほぼ解けた

と思っていたが、ライブイメージングにより未だ重

要な発見が可能である、という事を本論文は示唆し

ている。損傷応答分野でも昨今ライブイメージング

解析により一細胞レベルでの観察が精力的になされ

ており、細胞の個性をより細かく調べる事が今後の

一つの研究の進め方になるのではと思った次第であ

る。 
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【人材育成事業第 4 回集中講義報告】 

人材育成事業第 4 回集中講義「フロンティア放射線・粒子線医療 」に参加して 

 

 文部科学省人材育成事業では平成25年度も4回の

集中講義が計画され、第 4 回集中講義は 2014 年 3

月 18日、19日に京都大学東京オフィスで開催され、

二十名あまりの受講生の参加があった。「フロンティ

ア放射線・粒子線医療」というタイトルで放射線の

医学、臨床利用を中心とした内容であったが、基礎

研究分野から臨床研究者まで幅広い層の参加があり、

放射線・粒子線の医学利用分野の第一線で活躍され

ている先生方から貴重なお話が聞け、参加者からも

活発な質疑がなされたので、そのいくつかについて

紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開校式後の最初の講義では電力中央研究所の冨田

雅典先生が「放射線･粒子線の物理学」「放射線・粒

子線の生物学」と、放射線・粒子線の医療への利用

を理解する上で重要な物理性質、生物影響の特徴を

詳しく講義され、受講生にその後の医療利用に関す

る講義の理解に役立つものであった。放射線の医学

利用としては癌の放射線治療が一番に思い浮かぶ。

癌の放射線治療では X 線、γ線の低 LET 放射線が長

年使われてきたが、癌周辺の正常組織への影響が課

題であった。京都大学の平岡先真寛先生の講義では、

正常組織への影響を抑えつつ、癌組織には効果的に

照射するための技術が近年開発・利用されていると

紹介された。その中の一つ、定位放射線治療

（Stereotactic Radiation body therapy：SBRT）は

CT で正確に腫瘍の位置を確認後、癌病巣に対し多方

向から放射線を集中させる方法であり、手術のでき

ない I 期肺癌に対しても有効とのことであった。さ

ら に 、 強 度 変 調 放 射 線 治 療 （ IMRT ；

intensity-modulated radiotherapy）では多方向から

当てる放射線の強度を癌の形状に合わせて変動させ

ることにより、周辺の正常組織の被ばくをできる限

り最小限にする放射線治療法も利用されつつあると

紹介があった。 

 2 日目の講義では筑波大学の櫻井英幸先生が「陽

子線がん治療」について講義された。筑波大学陽子

線医学利用研究センターには陽子ライナック、シン

クロトロン、回転ガントリーと、それらを結ぶビー

ム輸送ラインからなる巨大な陽子線治療装置が設置

されており、多くのがん患者の治療に利用されてき

ている。陽子線は「ブラッグピーク」というエネル

ギーのピークに、一定の深さで到達して、止まると

いう特徴があり、陽子線治療では、専用の機器や器

具を用いることにより、ブラッグピークの深さや、

患者それぞれの癌病巣の形に合わせて照射すること

ができ、正常な組織への影響を少なくすることがで

きると紹介された。また、体に負担が少ないため、

高齢の患者でも治療の対象となりえ、臓器への転移

がなく、腫瘍病巣が限局している状態であれば、多

くの種類の腫瘍に適応可能であるということであっ

た。ただ、現在の装置は巨大であり、また正確に腫

瘍組織だけに照射するため、患者ごとに高価なコリ

メーター・ボーラスの作製も必要なため、今後陽子

線治療が普及していくには、装置の小型化と低コス

ト化が課題であるとのことであった。 

京大東京オフィスからの眺め 
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 陽子線同様にブラックピークを腫瘍病巣に合わせ

ることにより、正常組織の副作用が少なく治療効果

がうむことができるものに重粒子線がある。放射線

医学総合研究所の佐賀恒夫先生は重粒子加速器 

HIMAC によるがん治療について紹介された。低

LET 放 射 線 は 4R(Repair, Redistribution, 

Reoxygenation, Repopulation)を考慮した分割照射

が必要となるが、高 LET 放射線では照射後の 4R の

影響は少なく、重粒子治療には分割照射は必ずしも

重要でないとの見解であった。また、ブラックピー

クによる優れた生物効果から難治がんの克服にもつ

ながる可能性があると述べられた。重粒子線治療は

陽子線と同様に患者ごとの腫瘍に合わせたボーラ

ス・コリメーターの作製が必要であるが、近年開発

されつつある 3 次元スキャニング照射ではこれらが

不要の上、周辺正常組織への副作用も抑えられると

考えられ、今後が期待される治療法であると感じら

れた。 

 ここで紹介できなかった講義も含めて、今回の集

中講義は放射線・粒子線治療を理解する上で、臨床

研究者だけで無く、放射線生物学の基礎研究分野の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院生・若手研究者にとっても、大変勉強になる

も講義であったと思います。26 年度も人材育成事業

の一環として、複数の集中講義を開催する予定であ

り、多くの方々の参加をお待ちしております。 

 

小林純也 

京都大学放射線生物研究センター 

ゲノム動態研究部門 

准教授 

集中講義の風景 
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氏  名 所属・職 協議員 運営委員 共同利用専門委員 将来計画専門委員 

   ▽京大内部：≦７ 

 ◎連絡会議：７ 

 ★影響学会：１ 

△センター：４ 

◇運営委員：２ 

◎連絡会議：６ 

△センター：２ 

◇運営委員：４ 

◎連絡会議：２ 

☆若手代表：１ 

学内 

戸口田 淳也 

川本 卓男 

宮越 順二 

平岡 真寛 

 

京大・再生研・教授 

京大・環境安全保健機構・教授 

京大・生存圏・特定教授 

京大・医・教授 

 

２７ 

２６ 

２７ 

２６ 

 

▽２７ 

▽２６ 

▽２７ 

▽２６ 

 

◇２７ 

◇２６ 

 

 

◇２６ 

センター 

小松 賢志 

松本 智裕 

高田 穣 

石合 正道 

井倉 毅 

小林 純也 

 

センター・教授 

センター・教授 

センター・教授 

センター・准教授 

センター・准教授 

センター・准教授 

 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

 

▽２６ 

▽２７ 

▽２６ 

 

（△２６） 

△２７ 

△２６ 

（△２７） 

△２６ 

△２７ 

 

△２６ 

△２６ 

 

 

（客員）   

立花 章 

中田 慎一郎 

藤堂 剛 

 

茨城大・理・教授 

大阪大・医・准教授 

大阪大・医・教授 

 

２７ 

２６ 

２７ 

 

◎２６ 

 

◎２６ 

 

 

 

 

 

◎２６ 

連絡会議 

田内 広 

松本 英樹 

松浦 伸也 

島田 義也 

三谷 啓志 

児玉 靖司 

 

茨城大・理・教授 

福井大・高エネ医セ・准教授 

広大・原医研・教授 

放医研・プロジェクトリーダー 

東大・新領域創成・教授 

大阪府立大・教授 

  

◎２７ 

★２７ 

◎２６ 

◎２７ 

◎２７ 

◎２７ 

 

 

 

 

 

◎２６ 

◎２６ 

 

◎２７ 

 

◇２６ 

◇２７ 

 

◇２７ 

冨田 雅典 

中村 麻子 

鈴木 啓司 

松本 義久 

電力中央研究所・主任研究員 

茨城大・理・准教授 

長崎大・医歯薬学・准教授 

東工大・原子炉研・准教授 

  

 

 

◎２７ 

◎２７ 

◎２６ 

◎２７ 

 

若手研究者 

笹谷めぐみ 

 

広大・原医研・助教 

    

☆２６ 

【平成 26 年度放生研各種委員等（数字は任期を年度で標記）】 

＊印は、協議員会規程第２条第１項および第２項による協議員 

放生研からのお知らせ 
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【平成 25 年度 第 2 回協議員・運営委員会議事録】 

 

日時：平成 26 年 3 月 4 日（火）14：30～15：50 

場所：楽友会館一階会議室 

出席者：協議員・運営委員 15 名、オブザーバー2 名、事務職員 2 名 

１．前回議事録（案）ついて 

高田センター長から、前回の議事録（案）について説明が行われ、承認された。 

２．報告事項 

１）将来計画委員会報告 

 高田センター長から、以下の報告が行われた。 

 ・組織改革への放生研の対応（教員の所属を学系（教員数 30 人以上）にする。） 

 ・次期拠点申請への放生研の対応（次期も申請する。） 

・拠点中間評価での指摘点（大型設備の利用が減っている。） 

 ・外部評価における指摘点（重点領域研究 第二領域のてこ入れが必要である。） 

 ・拠点のあり方（新機器の導入の必要性、国際シンポジウムを企画する。） 

 ・次期拠点申請への課題（国際化でフランス CEA との連携を具体化する。） 

 ・重点領域研究（新領域創設の可能性を検討する。） 

・放生研の将来的な研究ゴール設定（意見交換を行った。） 

２）平成 26 年度、平成 27 年度概算要求について 

高田センター長から、例年五百数十万円であった拠点予算が、26 年度は、約 3 倍の千七百万円が措置（設

備、人件費の使用は不可）された旨報告があった。 

３) 人材育成事業について 

松本教授から、今年度の人材育成事業について、以下の報告が行われた。 

①放射線生物学へのイザナイ 

平成 25 年 12 月 25 日～27 日に 23 名の受講生（学部学生対象）を受け入れ放射線医学総合研究所で開催し

た。一昨年の参加者を追跡調査した結果、受講生の半数が修士課程に進学した。 

②ゲノム動態と維持機構の研究会 

平成 25 年 9 月 2 日～4 日に琵琶湖カンファレンスセンターで開催した。 

今年度は、文科省の人材育成等推進事業費を使用した。 

③高校生対象ガイダンス 

高校生を対象に特別授業することで、本学の全学経費が措置された。 

本研究所内での授業と、出前授業を併せて、500 名以上が受講した。 

④集中講義 

文科省の人材育成等推進事業費で平成 25 年度は 4 回の集中講義を行った。 

1 回：放射線によって誘発される血管疾患と白内障について考える 

2 回：染色体不安定性症候群が物語る放射線応答因子の機能 

3 回：幹細胞の放射線生物学 

4 回：フロンティア放射線・粒子線医療 

４) 第 29 回放生研シンポジウムについて 

高田センター長から、平成 25 年 11 月 28 日、29 日にコープ・イン・京都で行った、放生研シンポジウムに

140 名の参加者があった旨報告が行われた。 
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また今回は、外国からの発表者が 12 名、国内からの発表者が 6 名であった旨報告が行われた。 

５) 第 30 回放生研シンポジウムについて 

次回の世話人である松本教授から、来年度は、使用する人材育成等推進事業費経費の最終年度であることか

ら、例年より遅い、平成 27 年 2 月 20 日、21 日の 2 日間、コープ・イン・京都で開催する旨報告が行われた。 

また、次回は、集中講義に参加した修士以上の学生に発表の場を与えたい旨報告があった。 

６) Q&A 講演会、市民講座等 

 渡邉特任教授から、一般人への社会貢献活動として、放射線の健康影響に関する「Q&A 講演会」を平成 25

年度は 26 回実施したこと、放生研の教員の協力で「知の市場プログラム」に参加し、1 回 3 時間の講義を 8

回実施した旨報告があった。 

３．審議事項 

１) 平成 26 年度共同利用研究（上半期・通年）の採択について 

三谷共同利用専門委員会委員長から、平成 25 年度申請の共同利用研究 22 件（新規 2 件、継続 20 件）につ

いて説明があり、審議の結果、承認された。 

２) 重点領域研究の採択について 

三谷共同利用専門委員会委員長から、平成 25 年度申請の重点領域研究について説明があり、審議の結果、

第一領域の継 9 件、新規 1 件、第二領域の継続 5 件のすべてが承認された。 

３) 共同利用てこ入れ策について 

 高田センター長から、共同利用のてこ入れ策として、来年度は、例年より、1 千万円多くついた拠点予算を

利用し、アナライザーや分注装置のチップの購入、研究費の補てん等に使用したい旨説明があり、審議の結果、

承認された。 

また、よい利用方法があれば、連絡いただきたい旨依頼がなされた。 

４) 人材育成事業の今後について 

 松本教授から、来年度で終了する人材育成事業の今後について説明があり、意見交換が行われた。 

５) 平成 26 年度放生研各種委員の委嘱について 

 高田センター長から、平成 26 年度放生研の各種委員等の選出について説明があり、審議の結果、承認され

た。 

６) 教員の再任審査について 

 教員 1 名の再任審査が行われ、承認された。 

７) その他 

  小林准教授から、放射線の施設管理体制で放射線生物研究センターの現状について説明があり、意見交換が

行われた。 
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【平成 26 年度下半期共同利用研究の募集】 

 平成 26 年度下半期の共同利用研究を募集いたします。 

下半期の共同利用研究は原則として下半期のみ（平成 26 年 10 月１日～平成 27 年 3 月 31 日迄）の採択となり

ます。共同利用研究を希望される方は所定の申請書をご記入の上、所属機関長（部局長）を通じて当センター

までお申し込みください。 

申請書は当センターホームページ http://www.rbc.kyoto-u.ac.jp/よりダウンロードしていただけます。締め切

りは 7 月 11 日（金）必着です。申請課題は共同利用専門委員会で審査され、採択は運営委員会の議を経てセ

ンター長が決定いたします。 

 

【平成 26 年度共同利用・重点領域研究研究の追加採択】 

 

番号 研究課題 氏名 
研究
者数 

所属 所内連絡者 

23 
制御性 CD4T 細胞の抑制機能・特性

に着目した免疫制御技術の開発 
清水 淳 1 京大・医学研究科 小林 純也 

24 

低線量放射線が染色体DNA再複製

によるゲノム不安定化に与える影

響 

田中 誠司 1 国立遺伝学研究所 古谷 寛治 

25 

コムギ花粉へのガンマ線照射が突

然変異第一世代の稔性に及ぼす影

響の研究 

那須田 周平 1 京大・農学研究科 小林 純也 

26 

内在性レトロエレメント LINE-1 と

DNA 二重鎖切断の相互作用に関す

る研究 

飯島 健太 2 
国立国際医療研究

センター研究所 
小林 純也 

27 
抗うつ治療による海馬神経細胞の

産生・成熟状態の調節機序の解明 
瀬木（西田）恵里 1 京大・薬学研究科 小林 純也 

28 

放射線照射によるDNA損傷のおけ

る mysterin(RNF213)とＲ4810Ｋ変

異の役割の解明 

小泉 昭夫 2 京大・医学研究科 土生 敏行 

29 
Seckel症候群患者由来 iPS細胞の解

析 
斎藤 潤 2 

京大 

iPS 細胞研究所 
土生 敏行 

 

番号 研究課題 氏名 
研究
者数 

所属 所内連絡者 

1-15 
プロテアソームとその関連因子に

よるゲノム維持機構の解明 
武田 鋼二郎 1 

甲南大学 

理工学部 
松本 智裕 

〈共同利用研究〉 

〈重点領域研究〉 



 11 

【新人紹介】 

晩発効果研究部門 勝木 陽子 研究員 

本年 4 月から、晩発効果研究部門にポスドクとして参加させていただきました、勝木陽子

と申します。出身は福岡県飯塚市です。趣味はひとり映画鑑賞と、自転車で散歩をするこ

とです。最近のマイブームは、ハリネズミです。 

ファンコニ貧血の病態と分子メカニズムには院生の頃から興味があり、今回

自身の研究テーマとして携わることができ、日々わくわくしています。力不

足な面も多いと思いますが、よい仕事ができるように精進していきますので、

ご指導よろしくお願いします。 

 

突然変異機構研究部門 郡司 未佳 大学院生（修士） 

4 月よりお世話になっています、茨城大学から修士課程に進学しました郡司未佳です。

学部では放射線適応応答について研究していました。 

茨城県以外に住むのは初めてで、山に囲まれて生活するのは新鮮です。 

分からないことでご迷惑をおかけすると思いますが、末永くお付き合いいただけたら幸

いです。体調には気を付けて、研究に励みたいです。よろしくお願いいたします。 

 

 

放射線システム生物学研究部門 二川 奈津美 大学院生（修士） 

今年の四月から、大阪教育大学より生命科学研究科修士課程に進学しました二川奈津美

です。出身は山口県です。学部のときは、高度好塩性古細菌という菌の金属吸着能を研

究していました。遺伝子を扱う研究は初めてでわからないことだらけなので、たくさん

ご迷惑をおかけしてしまうと思いますが、新しい知識や実験技術を身につけるために精

一杯頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

放射線生物研究連絡会議からのお知らせ 

 

【第 37 回放射線生物研究連絡会議総会のお知らせ】 

  下記の要領で放射線生物研究連絡会議の総会を開催します。 

日時  2014 年 10 月 2 日（木）13 時頃 

 場所  かごしま県民交流センター 

     日本放射線影響学会第 57 回大会 C 会場 

 本総会は大会第 2 日目の昼食時に若手放射線生物学研究会総会に続いて開催する予定です。詳しくは

影響学会第 57 回大会プログラムをご覧ください。 

（文責：大西・小林） 
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【放生研日誌】 

3 月 24 日  松蔭高校（神戸）特別授業 

4 月  7 日  所員会議 

4 月 11 日  全学共通講義「生命と放射線」開講（前期） 

4 月 21 日  放生研新人歓迎会 

4 月 21 日  志村 勉 博士（国立保健医療科学院）セミナー 

「長期放射線被ばくとサイクリン D1」 

4 月 23 日  京大小部局連合講演会 

5 月 9 日  膳所高校（滋賀）特別授業 

5 月 16 日  「知の市場」市民講座開講（7 月 11 日まで毎週金曜日開催） 

5 月 17 日  ICRR2015 組織委員会（京都） 

5 月 19 日  工学研究科講義「放射線生物医学」開講（前期） 

5 月 22 日  第 73 回国立大学附置研センター長会議総会 

5 月 24 日  小布施 力史 博士（北海道大学・大学院先端生命科学研究院）セミナー 

「HP1 の解析から見えてきたヘテロクロマチンの構造と機能」 

5 月 26 日  仏原子力庁最高顧問ブレッシュ教授来訪 

5 月 29 日  総長と記者クラブ懇談会 

6 月  2 日  所員会議 

6 月 18 日  京都大学創立記念日 

 

【編集後書き】 

 梅雨の真最中で湿度の高い日が続いています。今月号には積み残した 3 月の放生研運営委員会関連の

記事を掲載しました。全国共同研究・共同利用活動の大幅な増額が予想されることが記載されています。

まずは、我々の活動が認められたことでおめでとうございます。この経費が持続して、放射線生物学の

拠点活動がますます活発になることを期待します。 

 明治日本の近代工業化に貢献した富岡製糸場が正式にユネスコの世界文化遺産に登録された。10 年以

上にわたる多くの関係者の努力によるものであるが、富岡製糸場世界遺産登録推進委員会会長をつとめ

た故田島弥太郎先生もその一人である。田島先生は 20 年におよぶ放射線影響学会幹事として放射線の遺

伝的影響の研究と啓蒙活動に尽力されました。現在では放射線影響として発がんを真っ先に思い浮かべ

るが、ICRP による公衆の許容線量も遺伝的影響から求められるほど社会的関心が強かった時代である。

後に学士院賞を授与される大研究者であるが、気さくな面もあり、学生時代に遺伝研所長室で緊張しな

がらお話を伺うことができたのも懐かしい思い出である。なお、富岡製糸場と一緒に

登録された田島弥平旧宅は田島先生の本家筋にあたるそうである。 

 このニュースレターの発行準備中に近藤宗平先生の訃報が届いた。近藤先生は今更

説明の必要がない放射線生物研究の先駆者であるが、特に放射線による突然変異の研

究は有名である。近藤先生は放生研の創設にも尽力された方である。あらためて感謝

とご冥福を祈ります。                     （Badhead） 

 

編集委員 小松賢志、小林純也、加藤晃弘、谷﨑美智 
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